
【
千
葉
県
と
千
葉
県
隊
友
会

と
の
「
災
害
時
に
お
け
る
隊
友

会
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に

つ
い
て
】 

夷
隅
支
部
担
当
役
割
に
つ
い
て
、

夷
隅
支
部
は
、
市
原
支
部
と
共
同

し
千
葉
県
防
災
備
蓄
倉
庫
（
大
多

喜
町
森
宮
8-3
）
夷
隅
地
域
振
興
事

務
所
地
域
振
興
課
「
鳥
海
卓
也
」

氏
と
調
整
し
、
年
一
回
程
管
理
運

営
支
援
訓
練
（
参
観
で
も
可
）
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
8
月
以
降
開
始
予
定
と
し
、

現
在
夷
隅
支
部
内
で
、
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ァ
名
簿
に
登
録
者
３
名
（
久

我
副
支
部
長
、
粕
谷
会
員
、
小
高

会
員
）
を
中
心
と
し
た
他
メ
ン
バ

ー
で
、
協
力
参
加
を
お
願
い
し
た

と
思
い
ま
す
。
特
に
協
定
の
５
項

目
中
で
県
防
災
備
蓄
品
の
払
い
出

し
作
業
が
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
よ

り
実
行
性
あ
る
協
力
活
動
が
実
施

出
来
る
体
制
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
支
部
と
し

ま
し
て
は
、
県
の
計
画
す
る
「
防

災
訓
練
等
」
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
災
害
情
報
連
絡
員
の
協
力
等
、

尚
８
月
26
日
行
わ
れ
た
九
都
県

市
合
同
防
災
訓
練
に
は
、
夷
隅
支

部
員
10
名
が
参
観
さ
れ
ま
し
た
。 

【
表
彰
状
の
贈
呈
】 

平
成
30
年
度
隊
友
会
定
時
総
会

に
当
た
り
、
隊
友
会
の
拡
充
発
展

に
尽
力
さ
れ
そ
の
功
績
顕
著
な
個

人
に
県
会
長
推
薦
で
高
橋
夷
隅
支

部
長
へ
、
県
隊
友
会
総
会
で
は
、

支
部
長
推
薦
で
岩
佐
大
多
喜
分
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
通
常
の
夷
隅
支
部
前

期
会
議
を
兼
ね
「
表
彰
祝
賀
会
」

を
5
月
27
日
岬
町
中
原
（
太
東
の

宿
三
富
士
屋
）
に
て
開
催
し
ま
し

た

。

【
旧
海
軍
駆
逐
艦
「
沖
風
」
慰

霊
碑
の
清
掃
】 

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、「
沖
風
」
平

和
観
音
像
の
草
刈
り
清
掃
作
業
を

今
年
度
第
１
回
目
を
６
月

9
日

（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。
例
年
で

は
、
午
前
大
原
自
治
会
館
に
て
夷

隅
前
期
会
議
後
に
勝
浦
市
移
動
で

行
っ
て
い
た
も
で
す
が
、
今
回
は
、

直
接
勝
浦
市
現
地
に
久
我
副
支
部

長
他
5
名
が
参
加
さ
れ
午
後
３

時
に
は
終
了
し
大
変
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
は
1
月
慰
霊
祭
の

前
11
月
中
頃
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

の
参
観
】
8
月
26
日
（
日
）
九

都
県
市
合
同
防
災
訓
練
が
今
年
度

千
葉
県
会
場
が
地
元
「
勝
浦
市
勝

浦
中
学
校
」
で
行
わ
れ
た
為
、
県

隊
友
会
役
員
を
は
じ
め
夷
隅
支
部

員
、
山
武
、
長
生
支
部
員
30
名
で

参
観
さ
れ
ま
し
た
。
勝
浦
市
「
沿

岸
部
新
宮
区
、
部
原
区
」
で
は
津

波
避
難
訓
練
等
行
わ
れ
た
。 
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